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一人ひとりのよさが輝き 笑顔と元気があふれる学校  

２月号 さいたま市立沼影小学校 

令和 ７年 １月 ３１日 

沼影小学校ホームページ 

https://numakage-e.saitama-city.ed.jp  

沼 影 小 だ よ り 
〒３３６－００２７ 
さいたま市南区沼影 ２－８－３６ 
ＴＥＬ ０４８（８６３）０７７７ 

２月の生活目標 寒さに負けない 元気な体を作ろう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の小学校の教育ってすごい！？ 

校 長  大森 恵美子  

 イギリス人の父と日本人の母をもつ山崎エマさんが、監督として制作した「小学校 ～それは小さな社会
～」という映画が最近話題です。コロナ禍の2021年度の1年間、都内のある小学校に密着したドキュメン
タリー映画だそうです。12月13日から上映していると知人から聞きましたが、私は、残念ながらまだこの
映画を鑑賞しておらず、先日ダイジェスト版や監督へのインタビュー動画等を視聴しました。 
山崎監督は、日本の公立小学校からインターナショナルスクール、アメリカの大学と進学し、アメリカで生

活していた時に「すごくがんばりますね」、「責任感がありますね」などと言われることが多く、日本の小学校
で学んだ 6 年間が自分の全ての基礎だったと気付き、この映画を制作したそうです。約 1 分の紹介動画には
「6歳児は世界のどこでも同じようだけれど、12歳になる頃には、日本の子どもは“日本人”になっている」
という 1 文から始まり、子どもたちの避難訓練や朝のあいさつ運動、掃除や給食の配膳の様子、ノートを集
めて整えてから提出する姿や友だちの逆上がりの練習を手伝う姿、運動会での集団演技の様子など、ごくごく
当たり前の見慣れた学校生活が映し出されていました。一番伝えたかったことを問われると、まずは日本の小
学校教育を海外の人に知ってほしいということでした。自分たちで自分たちのことをやる、子どもながらに責
任を与えられる、係活動や委員会活動など自分たちで学校を作っていくことなどは、日本の画期的な文化の一
つであり、欧米にはなかなか無い考え方のようです。フィンランドは教育大国で知られている一方で、自由
と個人を優先したことによる課題が浮き彫りになってきたため、学べるところがたくさんあるとして20か所
で上映し、4カ月のロングランだったそうです。二つ目は、日本での公開にあたって、これらの学校生活は実
は「日本のすごいところ」として気付き自信をもってもよいのではないか、ということです。ダイジェスト版
では、1年生のあるお子さんの、合奏の楽器決めオーディションから本番まで、挫折を繰り返しながらも周り
の友達や先生に励まされ見守られ見事に成長する姿を追っていました。山崎監督は、「皆と一緒にやれ、とい
うのが嫌で海外に出たのは事実だが、団結したり力を合わせて協力したりすることを学ぶやり方は、今となっ
ては海外に行ったときに自分の強みになった」、そして、「日本だと(欧米と違って)学校という場所は、集団の
中、人と人との中で共に学んで共に関わって成長していくところ。だからコロナ禍で３か月で学校を再開でき
たのではないか。勉強だけならオンラインでできる。学校という役割が日本は海外と違うのだ。」「集団の大変
さ、皆と同じことをすることの大変さはある、でも自信をもってよいところがたくさんある。現代の日本の教
育には様々な課題があり改革時ではあると思うけれど、よいところに気付いて守りつつ、・・・」と続けてい
ます。この映像に収められている子どもたちの姿は、確かに、サッカーワールドカップの時にロッカールーム
をきれいに掃除して感謝の意を表す選手、スタジアムのゴミを拾う日本人サポーター、また、災害時に整然と
並んで順番を待つ日本人の姿など、諸外国で称賛される日本人らしさの原点のような気がします。 
一方、「夢みる小学校」という、「自分のままでいいんだよ」「人と違っていいんだよ」「がんばらなくてい

いんだよ」というメッセージが込められている究極の「子どもファースト」を体現している3校のドキュメ
ンタリー映画もあります。興味関心に沿った体験を通して探究学習を実践している学校であり、子どもたち
が生き生きとしているとのこと。この姿もまた、日本の子どもの姿であり、「ミライの公教育」と評する方
もおられます。 
教育において、指導に「不易と流行」という言葉が使われます。「小学校 ～それは小さな社会～」では、

日本人が日本人たる「不易」がクローズアップされていて、「夢みる小学校」は、「ミライの公教育」と評さ
れたように、いわゆる「流行」の姿なのでしょう。この二者は対立するのではなく、どちらも今の日本の教
育の賜物であり、それぞれの考えが同居しバランスが取れた時に、より一層、塩梅よく、これからの日本人
らしさが形作られるのではないかと思っています。私たち日本人は、諸外国と比較して自尊感情が低い傾向
にあると言われていますが、これからの時代を生きる子どもたちには、学校教育で身に付けられる色々な「す
ごさ」を大いに発揮し、自信をもって活躍してほしいものです。 

https://numakage-e.saitama-city.ed.jp/


行事予定 

２月 朝 行事 

1 土     

2 日     

3 月   ロッテ工場見学（３年） 

4 火 生活朝会   

5 水   委員会 読み聞かせ（１・２年・ひまわり） 

6 木 GS 学校運営協議会、オーボエ教室 ４年（音楽室） 

7 金 GS 代表委員会 

8 土     

9 日     

10 月   安全点検日 

11 火     

12 水   
クラブ（クラブ発表会） ３年生６時間下校 

教育相談日 読み聞かせ（３・４年） 

13 木 GS 
保幼少連絡協議会 たてわりにこにこ遊び 

放チャレ 

14 金 GS 教育相談日 

15 土   土チャレ 

16 日     

17 月   クラブ（クラブ発表会） 

18 火 児童朝会   

19 水   

授業参観・懇談会（５年）３～６年６時間（ＧＳ） 

第２回 SSN会議・防犯ボランティア会議 

読み聞かせ（５・６年） 

20 木 GS 授業参観・懇談会（４年） 放チャレ 

21 金 GS 授業参観・懇談会（３年） 

22 土     

23 日   天皇誕生日 

24 月     

25 火   授業参観・懇談会（２年） 

26 水   授業参観・懇談会（１年） ３～６年６時間（ＧＳ）  

27 木 GS 金管さよならコンサート（15:10～） 

28 金 GS 授業参観・懇談会（６年・ひまわり） 

 

 

 

 

 

＜安全点検＞ 

 点検の結果、安全に関わ

る大きな異状は認められ

ませんでした。 

＜授業参観・懇談会＞ 

３学期授業参観・懇談会について、お

知らせします。今年度、最後の参観・懇

談会となりますので、多くの保護者の方

に参加していただければと思います。 

 参観場所等については、各学年だより

にてご確認ください。 

授業参観 １３：４５～ 懇談会１４：５０～ 

 

２月１９日（水） ５年 

２月２０日（木） ４年 

２月２１日（金） ３年 

２月２５日（火） ２年 

２月２６日（水） １年 

２月２８日（金） ６年・ひまわり 

 
 履物は各自でご用意ください。ま
た、駐輪場・駐車場は用意しており
ませんので、徒歩でのご来校をお願
いします。 

＜お願い＞ 

 転出等の予定のあるご家庭は、早

めに学級担任へ連絡をお願いしま

す。よろしくお願いします。 

＜小・中合同あいさつ運動＞ 

 １月１６日、２３日に小・中合同
あいさつ運動が行われました。沼影
小学校の児童会、浦和大里小学校の
児童会、内谷中学校の生徒会がブロ
ック会議で話し合い、取り組んでい
る活動です。 
 この２日間は、内谷中の生徒会の
皆さんが沼影小の正門の前に一緒に
立ってくださいました。 
 これからも、地域にあいさつのバ
トンを繋いでいけるように、元気よ
く活動しました。 
 
 

＜交通指導員さんへの感謝の会＞ 

 １月２１日（火）、安全委員会の児
童の司会の下、交通指導員の河村さ
ん、太田さん、平子さん、曲本五丁
目自治会長の松本さんに、日頃の感
謝を伝えました。朝の登校指導では、
児童の見守り、いつもありがとうご
ざいます。 

 


